
 
 

 

2026 年 11 月 2 日 

 

 

役員人事について 
 

 

Aflac Incorporated（会長兼最高経営責任者：ダニエル P．エイモス、以下“アフラック・

インコーポレーテッド”）およびアフラック生命保険株式会社（代表取締役会長：チャール

ズ・レイクおよび代表取締役社長：古出 眞敏、以下“アフラック生命”）は、2027 年 1 月 1

日付で以下の役員人事を行います。 

 

アフラック•インコーポレーテッド（ニューヨーク証券取引所上場（NYSE：AFL））は、5 大

ステークホルダー（お客様、社員、ビジネスパートナー、株主、社会）からの期待に応え「共

有価値の創造（CSV：Creating Shared Value）」経営を実践するために、コアバリュー（基

本的価値観）に基づく企業統治の枠組みである「グローバル・グループガバナンス態勢」を

構築しております。 

 

アフラック生命を含め、その傘下にあるすべての子会社がアフラックのグローバル・グル

ープガバナンス態勢の要請に基づき経営を行うとともに、それぞれのステークホルダーか

らの負託・信頼に応え、お客様に価値ある商品・サービスを提供し続けるべく経営の健全性

を確保し、中長期的な企業価値の向上に努めております。このたびの役員人事は、アフラッ

ク•インコーポレーテッドのグローバル・グループ企業 3社に関するものです。 

 

チャールズ・レイクは、活動の拠点を米国に移し、Aflac International Inc.（以下“ア

フラック•インターナショナル”）の取締役会長に就任します。また、アフラック生命の最高

顧問に就任するとともに、引き続き Aflac Holdings LLC（以下“アフラック•ホールディン

グス”）のマネージャー（日本の株式会社における取締役に相当する役職）としてアフラッ

ク生命の経営を監督します。 

 

古出 眞敏は、アフラック生命の代表取締役会長に就任し、取締役会による重要事項の決

定と業務執行の監督を主導するとともに、アフラック・ホールディングスのマネージャーを

継続します。 

 

森本 晋介は、アフラック生命の代表取締役社長に就任し、業務執行を統括するとともに、

アフラック・ホールディングスのマネージャーに就任します。 

 



《アフラック•インターナショナル 役員人事》 

アフラック•インターナショナルは、アフラック・インコーポレーテッドの直接子会社で、

アフラック生命を含むグループ子会社の経営管理支援業務、および国際関係に関する経営

課題にグループを代表して対応する業務を行っています。 

 

新 旧 氏 名 

取締役会長 取締役社長 チャールズ・レイク 

取締役社長 ― ヴァージル・ミラー＊ 

＊アフラック・インコーポレーテッド社長であるヴァージル・ミラーが兼務します。 

 

《アフラック•ホールディングス 役員人事》 

アフラック•ホールディングスは、アフラック・インコーポレーテッドの直接子会社で、日

本の保険業法に定める保険持株会社として、アフラック生命とその子会社の経営の管理・監

督を行う中間持株会社です。アフラック•ホールディングスは、日米両国の上級役員で構成

するボード・オブ・マネージャーズを設置し、日本市場におけるグループ企業の経営・業務

執行を管理・監督し、グローバル・グループガバナンス態勢の実効性を確保しております。

マネージャーとは、日本の株式会社における取締役に相当する役職です。 

 

新 旧 氏 名 

マネージャー：現任 マネージャー チャールズ・レイク 

マネージャー：現任 マネージャー 古出 眞敏 

マネージャー ― 森本 晋介 

 

《アフラック生命保険株式会社 役員人事》 

アフラック生命は、アフラック•ホールディングスの直接子会社であり、「がんに苦しむ

人々を経済的苦難から救いたい」という想いのもと 1974 年に日本で初めてのがん保険とと

もに創業した生命保険会社です。 

 

新 旧 氏 名 

最高顧問 代表取締役会長 チャールズ・レイク 

代表取締役会長 代表取締役社長 古出 眞敏 

代表取締役社長 取締役副社長 森本 晋介 



役員略歴 

 

チャールズ・レイク (Charles D. Lake II) 

アフラック生命保険株式会社 代表取締役会長 

アフラック・インターナショナル 取締役社長 

アフラック・ホールディングス マネージャー 

 

チャールズ・レイクは、2027 年 1 月 1 日付でアフラック・インターナショナル取締役会長、

およびアフラック生命保険株式会社最高顧問に就任します。 

同氏は、1999 年にアフラック・インターナショナルに入社、同年、アフラック日本支店（現・

アフラック生命保険株式会社）における初の社内弁護士に就任。日本の金融行政が歴史的転

換期を迎えるなか、統括法律顧問として、法務・コンプライアンス態勢の組織的変革を率い

ました。2001 年より副社長として全社の業務執行を統括、2003 年以降、日本における代表

者・社長、同・副会長、2008 年以降は同・会長を務め、全国の金融機関や戦略パートナーと

の提携、アフラック日本支店の日本法人化、グローバル・グループガバナンス態勢の強化等、

さまざまな経営変革のイニシアティブに取り組みました。2014 年、アフラック・インター

ナショナル取締役社長に就任、国際金融規制分野等においても対外的にグループを代表し

ています。2017 年にアフラック・ホールディングスの設立を受けマネージャー（日本の株

式会社における取締役に相当する役職）に就任、2018 年 4 月にアフラック生命保険株式会

社代表取締役会長に就任しました。 

アフラック入社前は、米国ワシントン D.C.の法律事務所で弁護士として勤務したほか、米

国通商代表部（USTR）にて、日本部長および次席通商代表付特別顧問などを務めました。 

同氏は、1985 年にハワイ州立大学にてアジア研究・政治学学士号（B.A.）を取得後、1990

年にジョージ・ワシントン大学法科大学院にて法学博士号（J.D.）を取得しました。 

 

 

 

古出 眞敏 

アフラック生命保険株式会社 代表取締役社長  

アフラック・ホールディングス マネージャー 

  

古出 眞敏は、2027年1月1日付でアフラック生命保険株式会社代表取締役会長に就任します。 

同氏は、1998 年にアフラック日本支店（現・アフラック生命保険株式会社）に入社し、2001

年に執行役員、統括法律顧問、コンプライアンス・オフィサーに就任し、2006 年 3 月まで

同社に在籍しました。その後、日興アセットマネジメント株式会社に勤務し、2008 年に執

行役員として再入社し、2009 年に統括法律顧問、コンプライアンス・オフィサーに就任し

別紙 



ました。2012 年に企画、調査、法務、リスク管理を担当する常務執行役員、2013 年にさら

にお客様サービス、事務統括、コンプライアンス推進も担当する上席常務執行役員、2015 年

に企画、調査、法務、総務、コンプライアンス統括、リスク管理、資産運用等を統括する専

務執行役員に就任しました。2016 年に副社長、2017 年に日本における代表者・社長、2018

年 4 月の日本法人化に伴って、アフラック生命保険株式会社の初代代表取締役社長に就任

し、長きにわたってアフラックの成長を牽引してきました。なお、2017 年からアフラック・

ホールディングスのマネージャー（日本の株式会社における取締役に相当する役職）も務め

ています。 

同氏は、1984 年に東京大学を卒業し、日本長期信用銀行に入行しました。同行在籍中の 1989

年にコーネル大学ロースクールを卒業し、1990 年にニューヨーク州で弁護士登録をしてい

ます。 

 

 

森本 晋介 

アフラック生命保険株式会社 取締役副社長 

 

森本晋介は、2027 年 1 月 1 日付でアフラック生命保険株式会社代表取締役社長に就任しま

す。また、同日付でアフラック・ホールディングスのマネージャー（日本の株式会社におけ

る取締役に相当する役職）に就任します。 

同氏は、1988 年にアフラック日本支店（現・アフラック生命保険株式会社）に入社し、契約

サービス、営業支社、人財マネジメント、経営企画、法務、コンプライアンスなどの幅広い

領域を経験し、アフラックのコアバリュー（基本的価値観）を実践してきました。2019 年

に執行役員、2021 年に常務執行役員、2023 年にはコーポレート部門、人財マネジメント戦

略・総務部門を統括する取締役専務執行役員に就任し、その間、人財マネジメント制度の抜

本的改革のほか、中期経営戦略および単年の経営戦術の策定やその実行フェーズにおける

進捗モニタリングを通じた機動的な業務執行の実現等に大きく貢献してきました。2026 年

に取締役副社長に就任し、全業務執行部門を統括しています。 

同氏は、1988 年に関西学院大学を卒業しました。 
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